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19世紀半ばのエーゲ海地域社会における
　　　　　　　　　　　人的ネットワーク
一非ムスリム匪賊の活動を中心に
吉　田　達　矢
要旨　貿易都市イズミルを中心とするエーゲ海地域社会にとって19世紀半ぱは，ヨー
ロッパ諸国による資本主義経済の進出や，オスマン朝政府による中央集権化政策の実施
などにより，地域社会が大きく変容しつつある時期であった。従来の研究では，地域社
会の変容に対する住民の対応の一つとして，ムスリム匪賊（ゼイベキ）の活動が主な考
察の対象とされてきた。しかし18世紀末より，イズミル周辺では正教徒の人口がオス
マン帝国各地からの出稼ぎや移住により大幅に増加していたのであり，ムスリム側から
の考察だけでは十分ではない。そこで本稿では，1840年代よりイズミル周辺で活動し
始める非ムスリム匪賊，特に彼らの中でも名が知られていたカトゥルジュ・ヤー二の活
動や彼の人的ネットワークについて，オスマン語文書や旅行記を利用して考察した。
　ヤー二が1852年8月から官憲側に投降した1853年10月までの間に起こした事件は，
8つ確認できる。彼による略奪対象は，主にオスマン帝国内に居住するヨーロッパ諸国
の者やエーゲ海のサモス島出身の正教徒であった。このことから本稿では，非ムスリム
でも略奪対象となったこと，イズミル周辺に進出しようとするヨーロッパ諸国の者など
にとってヤー二は危険な存在であったことを指摘した。
　またヤー二の協力者に関していえば，イズミル近郊のムラの住民や街道沿いで雑貨屋
などを営む正教徒が一番多かったけれども，この他にもムスリム，下級官吏（警官），
ヨーロッパ諸国の者なども存在していた。このことから，ヤー二の活動を支援すること
によって地域社会に介入し進出しようとするヨーロッパ諸国の者がいたことが分かる。
またヤー二は，彼を匿う者や情報提供者など，出身や職業も異なる多様な者たちに役割
分担をさせ，「匪賊組織」ともいえるものを形成していたことも明らかになった。
　ゼイベキらムスリム匪賊とヤー二ら非ムスリム匪賊の類似点としては，社会的匪賊と
して捉え得る側面があったこと，相違点としては，ヤー二はヨーロッパ諸国の者も含め
た非ムスリムとの密接な繋がりがあったことが挙げられる。
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はじめに
　西アナトリアに位置し，オスマン帝国随一の貿易都市であったイズミルizmirを中心とする
エーゲ海地域社会は，1838年にオスマン帝国とイギリスの間で通商条約（バルタ・リマヌ
Balta　Liman1条約）が締結されて以降，ヨーロッパ諸国による資本主義経済に徐々に従属す
るようになっていった。またオスマン帝国史としては，19世紀半ばはタンズィマート期
（1839－76年）と呼ばれており，オスマン朝政府は中央集権化政策を地方社会に浸透させよう
としていた。さらには，1830年に「ギリシア人」の「国民国家」であるギリシア国家の独立
がヨーロッパ列強により承認されている（1）。これらのことから，エーゲ海地域社会にとって19
世紀半ばは，地域社会が大きく変容しつつあった時期と位置付けることができる。
　この時代の西アナトリアに関するこれまでの研究では，地域社会の変容に対する住民たちの
対応の一つとして，ゼイベキ（zeybek）などムスリム匪賊が考察の対象とされてきた（2）。し
かし，この時代の西アナトリアの研究としては，ムスリム側からの考察だけでは十分ではない。
何故なら19世紀半ばの西アナトリアでは，非ムスリム，特に正教徒⑧の人口が各地からの移
住や出稼ぎなどにより大幅に増加していたからであるω。正教徒の地域社会の変容に対する対
応としては，特許状（patente）の獲得や通訳になることによって庇護を得てのヨーロッパ諸
国の者たちへの積極的な協力や，あるいは反対に，ヨーロッパ諸国の者たちの商業活動と地域
社会において以前から存在していた正教徒のネットワークとの競合など，主に商業活動の側面
からこれまで考察されてきた（5）。しかし，正教徒たちも地域社会における立場，例えば地位，
職業，資産などは多様だったのであり，彼らの地域社会の変容に対する対応も商業活動の側面
からの考察だけでは十分ではない。
　ところで，イズミルの後背地ではかねてより匪賊が活発に活動しており，その殆んどがムス
リムであった（6）。ところが1840年代から，非ムスリム匪賊も活発な活動をみせ始める。匪賊
も地域社会の一員であり，地域住民との繋がりがなくては活動することができない存在である。
このことから，非ムスリム匪賊の活動を考察することにより，イズミル周辺に住む正教徒ら非
ムスリムの地域社会の変容に対する，別の対応の形態がうかがえると思われる。そこで本稿で
は，非ムスリム匪賊の中でも当時，特に名が知られていたカトゥルジュ・ヤー二KatirCi・Yani
（以下，ヤー二と略記）に焦点をあて，彼の活動や人的ネットワークについて考察する。
　本題に入る前に，まず本稿における匪賊という用語について説明する必要があると思われる。
本稿では匪賊は，例えばホブズボームの著作にも記されている一般的な定義つまり「暴力を
もって攻撃し強奪する人間の集団に属する者」（’）ではなく，史料で「匪賊」とされている者た
ち⑧とする。しかし，彼らは常に「匪賊」とみなされていたわけではなく，例えば彼らの中で
もクリミア戦争（1853－56年）やロシアとの戦争（1877－78年）の際には，不正規兵として出
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征した者たちもいた（9）。このため，彼らは状況により体制側にもなりうる存在であったとみな
すことができる。以上のように，史料で「匪賊」と記されている者たちは曖昧な存在であるこ
とは，留意しておく必要がある。
　史料としては，ヨーロッパ諸国の者たちの旅行記も参照したが，オスマン語文書を主に利用
した。オスマン語文書は，オスマン帝国の地方社会に関する史料としては，最も詳細なもので
ある。ただし，これらはオスマン朝政府が作成した「公的な」史料であるため，匪賊の定義と
の関連でいえば，必ずしも略奪活動をした者でなくても，政府が定める秩序に反した行動をとっ
た者たちを一括して「匪賊」とみなしていたと思われる。このため本稿は，体制側からみた観
点というバイアスを含め，地域社会の一側面にすぎないこともあらかじめ述べておきたい。な
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お，史料としては他にも，ギリシア語史料やヨーロッパ各国の領事報告などがあるが，本稿で
は利用しえなかった。今後の課題としたい。
　地名については，一般的なものについてはそれに従うが，それ以外はトルコ語表記にした。
ヒジュラ暦の日付を記す場合には，冒頭にHをおいた。
第1章19世紀西アナトリアの匪賊に関する研究
　第1節　ムスリム匪賊
　18世紀から19世紀前半までイズミルの後背地にあたるサルハンSaruhan県において活動
していた匪賊については，ウルチャイC．Ulucayの著作から次のような特徴を挙げることが
できる⑩（括弧内の頁数は，該当箇所の記載頁）。
　A：人々は匪賊への恐怖と支配者たちに対する嫌悪から，匪賊たちに物質的支援をしていた
　　　（P．56）。
　B：多くの匪賊は，匿う者（yatak）や行政官（idareci）に金を渡したり，ムラの有力者
　　　（k6ylerin　agalari）や警官（zabit）やアーヤーン（a‘yan，地方名士）と協力して活動
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　　　していた（pp．56，58）。
　C：家屋やチフトリキ（giftlik，大農場）を襲ったとき，単にものや金を盗るだけでなく，
　　　男や娘を山に連れ表った。また，単にイズミルやマニサ周辺だけでなく，両都市内でも
　　　人を殺したり，ものを奪ったりしていた（pp．60－62）。
　D：匪賊となった者たち：アーヤーンなど有力者の配下の者（kapular），レヴェント
　　　（levendler），不正規軍の隊長（b61Ukba＄i），遊牧民（aSiret）（passim）。
　E：18世紀後半以降，カラオスマンオウル家Karaosmanogullariなどの強力なアーヤーン
　　　の支配が確立し，サルハン県では匪賊の活動が無くなるか，あるいは匪賊たちはアーヤー
　　　ンの手下になった（pp．56－57）。
　上記の項目Eの指摘のように，18世紀後半に西アナトリアでは秩序を乱す匪賊のような存
在は殆んどいなくなったようである。そして，ゼイベキや彼らの長であるエフェ（efe）が18
世紀後半ころに現れたとされる。永田は彼らについて，「ゼイベキたちは，元来，ゲディズ川
や大・小メンデレス川流域地方のムラの警備，名士や地方官の私兵の役割を果たしていた人々
であった。そして，この地方とイズミルとの間の交易路が発展した結果，遅くとも18世紀末
以降，その警備や輸送に従事して活動範囲を拡大した人々であった。」（11），あるいは「キャラヴァ
ン・ルート上のコーヒーハウスにたむろしてキャラヴァンの護衛や道案内をしたり，町では結
婚式の行列の先導をしたりしてわずかな駄賃を稼ぐ任侠無頼の徒」（12），と説明している。この
ように当初のゼイベキたちは，匪賊ではなかったようである。しかし，1815年ころよりスル
タン・マフムート2世（在位1808－39年）が中央集権化政策に着手するようになると㈹，そ
の中央集権化政策の一環として1828年に発布されたコーヒーハウスの閉鎖を命令する勅令に，
ゼイベキたちは反対する。なぜならば，コーヒーハウスは前述のようにゼイベキたちの生活源
だったからである。そして，1829年から30年にかけてアイドゥンAydln地方を中心に，ケ
ル・メフメトKel　Mehmedを長とする反乱が発生した。一般にこの反乱は「ゼイベキの反乱」
と位置付けられている（’4）。しかし，この反乱はカラオスマンオウル家の軍勢などにより短期間
で鎮圧された。これ以降，ゼイベキたちは非合法な活動をする匪賊とみなされるようになって
いく㈹。そして，中央集権化政策を浸透させようとする中央政府や，資本主義経済をアナトリ
ア内部に浸透させようとしていたイギリスなどヨーロッパ諸国にとっても，ゼイベキらは危険
な存在となった。しかし，地域社会が変容していくにつれ，地域社会の変容に対する抵抗者と
して，地主や官憲を襲うゼイベキの活動は，民衆からは義賊的活動とみなされていくのであ
る㈹。
　以上が，先行研究をまとめたゼイベキらムスリム匪賊に関する概要である。しかし，これま
での西アナトリアの匪賊に関する研究には幾つか問題点がある。例えば永田は，ゼイベキと，
アーヤーンや非ムスリムおよびヨーロッパ商人との関係については今後の課題としているが⑰，
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いまだこの課題が明らかにされたとは言い難い。また，非ムスリム匪賊とゼイベキらムスリム
匪賊の類似点，あるいは相違点についても考察されたことは殆んどない（IS）。
　第2節カトゥルジュ・ヤー二に関する研究
　ヤー二については管見のかぎり，いまだ専論がない。例えば，イズミルの通史⑲や19世紀
アナトリアの正教徒に関する研究書⑳では，ヤー二の活動は単なるエピソードとしてしか言
及されていない。
　ヤー二について，比較的多く記しているのがアルカンZ．Arlkan（21）とイェトキンS．　Yetkin（22）
の論考である。アルカンは，アリー・パシャがイズミル州知事の任期中（1853年1月～同年6
月）に起きた重要な三つの問題の一つとして，ルーム匪賊（Rum　EskiyaSi）をとりあげ，特
にヤー二について記述している。彼の記述は幾つかの箇所がイェトキンからの引き写しである
と思われるが，参照すべき箇所も散見される。
　イェトキンは，19世紀から20世紀のエーゲ海沿岸地域における匪賊について考察した著作
の中で，19世紀半ばにおいてルーム匪賊が出現し，彼らのなかの代表的な匪賊としてヤー二
の名を挙げ，キャラヴァンを襲うことや，商人や農民を誘拐し，身代金をとることが彼の主な
犯行手口だったと述べている。そして，イェトキンは，ヤー二などルーム匪賊の活動にヨーロッ
パ諸国の者の影響があったことを指摘しているが，その反面，ヤー二などルーム匪賊の略奪対
象にヨーロッパ諸国の者も含まれていたという矛盾には特に言及していない。
　両者に共通した問題点は，ともにイズミル近辺のムラの者がヤー二などルーム匪賊に協力的
だったことを指摘しているにもかかわらず，なぜムラびとが略奪者であるルーム匪賊に協力的
だったのかという社会的背景にまでは考察の対象を広げていないことである。この問題を明ら
かにするたあには，ヤー二の略奪対象や，ヤー二への地域住民の協力の実態を考察することが
必要である。以上の問題点を踏まえ，以下ではまず当時のイズミル周辺の状況を述べた後，ヤー
二について考察していく。
第2章イズミル周辺の状況
　1770年のペロポネソス半島における反乱鎮圧の際に起きた，アルバニア人たちの侵攻から
の逃亡などにより，18世紀末よりエーゲ海諸島やペロポネソス半島などからの出稼ぎや移住
者（恐らくその多くがルーム）の人口が増加する。彼らの多くは，イズミル周辺を支配してい
たカラオスマンオウル家などのアーヤーンの庇護下で，チフトリキで働く小作人や雑貨屋など
として定着していった（23）。また，イズミル近辺のムラ（k6y，　karye），例えばブジャBuca，
セイディキョイSeydik6y，コクルジャKokllcaなどは，ヨーロッパ諸国の者や非ムスリムが
避暑地として居住しており（24），これらのムラの住民の多くはルームやイオニア諸島から来た者
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であった㈱。
　非ムスリム匪賊出現の要因として，一つはかねてからの中央集権化政策により，’それまで地
域社会を統括していたアーヤーンたちの勢力範囲が縮小したことなどによる，治安の悪化が考
えられる。実際，1852年6月にイズミルを訪れた旅行者は，イズミル周辺では武器を携帯し
なければならないほど危険であると述べている（26）。また，ある史料ではアイ下ウン州（イズミ
ル州）で雇用されている警官の数が少ないことが治安の悪化の理由になっていることが指摘さ
れている（27）。これらはイズミル周辺の治安維持が，旧来のアーヤーンの強力な支配力によるも
のから，中央政府が主導する警察機構に改変される過渡期にあったことを示しているであろう。
いまひとつは，H1269（1852／53）年の旱魑やイナゴによる被害（28），他にもイズミルの火災
（1841，1845，1852年）や地震（1846，1850年）やコレラの発生（1849年）などにより，多く
の者が被害を受けて貧困に陥り，匪賊化していったと考えられる。さらには，イズミル周辺で
はHl263（1846／47）とHl267（1850／51）年に，非ムスリムの海軍への徴兵が行われた。この
時はくじにより徴兵対象者が選ばれたとされており，貧しいムラの者までが選ばれてしまう可
能性があった（29）。このため，やはり多くの者が徴兵を逃れるために逃亡し，匪賊化していった
可能性もある。
第3章カトゥルジュ・ヤー二について
　第1節　素　性
　ヤー二は1853年に投降してきた時点で42歳と推定されているので（3°），1811年ころに生ま
れたと思われる。また別の史料から出生地は，1832年からはギリシア領となっていたアンドゥ
ラAndlra島であったことが分かる（3’）。ヤー二というギリシア系の名と出身地から，彼は恐ら
くギリシア系正教徒であり，またカトゥルジュという名から匪賊として活動する前はラバ追い
だった可能性がある。これ以上の情報，例えばいつ西アナトリアに移住してきたのか，なぜ匪
賊となったかなどについては，史料には全く記されていない。
　第2節　匪賊としての活動
　ヤー二は匪賊としての活動を1850年に始あたとされているが（32），実際に1850年から活動し
ていたことを示す史料は，今のところ発見できていない。1851年8月から約1年間は，取締
まりが強化されたことにより，彼は匪賊としての活動ができなかったようである（33）。しかし，
1852年8月ころより活動を再開し，それから投降する1853年10月までは，幾つかの事件を
引き起こした（次章で考察）。1853年10月13日に，オスマン語文書によればやはり取締りが
厳しくなったことにより，ヤー二は2人の仲間とともに官憲に投降する（34）。その後，処刑され
たという説もあるが（35），実際にはイスタンブルに連行されて，終身のガレー船の漕ぎ手となる
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（mU’ebbeden　kUrege　vaz‘olundigi）刑が宣告されたようである（36）。その後のことは今のと
ころ不明である。
第4章カトゥルジュ・ヤー二が起こした事件
　第1節　1852年8月から1853年10月までの間に起こした事件の概要
　次に1852年8月から翌年の10月までの間にヤー二が起こした各事件について検討する。各
史料から確認できた事件は8つあり，概要は以下のとおりである（括弧は筆者による捕捉，下
線部は強調箇所，以下同じ）。
　A：1852年8月5日（18．＄evval．H1268），ロシア人（37）でありイズミルに居住しているディ
　　　ミトロ・アムラDimitro　Amraという商人（bazirgan）の息子ルカLuka，イギリス人
であるマルタスMaltas兄弟，セイディキョイ出身でオーストリア人である彼らの案内
役ヨコヴァYokovaが，ブジャ近郊で狩りをしている時，ヤー二と2人の仲間が彼ら
の傍に来て，マルタス兄弟やヨコヴァに“おまえたちは（金を支払う）能力がない。し
かし，アムラという商人はその能力がある者である”，と言って，ルカを誘拐して金を
要求した。ルカの父親ディミトロは7万クルシュをヤー二に支払った。後にヤー二はル
カを解放した。ディミトロはロシア領事を通じてヤー二に支払った金額と同額の金を，
　　オスマン政府に要求した（38）。
B　数人の仲間とともに，3人の外国人をコクルジャなどイズミル近郊のムラ周辺で捕らえ，
　　彼らの親類や家族から1人あたり2万5千クルシュの身代金を取って，彼らを解放し
　　た（39）。
C　1853年4月中旬，ルメリRumeli（バルカン）出身であるヒルを売る者（sUIUkGU）2
　　人が1，200クルシュを持ち歩いていることを，ブジャの住民のある者がヤー二に教えた。
　　ヤー二は3人の仲間とともにその2人を襲い，1人を銃殺して金を奪った（4°）。
D　スウェーデン領事が子供たちとイズミル郊外にある邸宅付近を散策していた時，彼らを
　　襲い，領事を誘拐した（41）。
E　（i）ウルラUrla湾にあるキョステンK6sten島に狩りに来た4人が，その島にある小
　　　さなムラに滞在している時，ムスリム警官の服装をしたヤー二と彼の7人の仲間がそ
　　　のムラを襲撃し，4人のうちオーストリア人だけが逃げ遅れて捕まった。
　　（ti）（i）の翌日，同じ島に外国人6人（サルディニア人5人とフランス人1人）が狩りに
来て，その島にある小さなムラのコーヒーハウスに立ち寄った時，そこに警官の服装
をしたヤー二と彼の7人の仲間がいた。ヤー二たちは外国人たちの銃を奪って，6人
のうち裕福な2人を拘束して，彼らに10万クルシュを要求した。ヤー二たちと拘束
された2人を乗せた船は，イェニ・カレYeni　Kal‘aあたりで，イズミルの不正規軍
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　　　の長であるハムディ・ベイの船と遭遇して銃撃戦となる。その最中，捕まった2人が
　　　海に飛び込んで逃亡をはかり，1人は助かるが，1人は流れ弾にあたり死亡した（42）。
F：1853年9月か10月上旬，キョムルディリK6mUrdili山で役人4人を殺害した。その
　　数日後にはEの事件が発生した島で4人（非ムスリム？）を殺害（ihlak）した（43）。
G：イズミルから5時間ほどの所で4人の仲間とともに，イスタンブルに向かっていたサモ
　　ス島のルームであるコジャバシュ（名望家）たち（Sisam　kocaba§ilarl）を襲い，4万
　　クルシュを奪う。彼らの荷馬やものには触れず，彼らを解放した（“）。
H　イズミル近郊のムラで，サモス島出身のビョケSisamll　Biyoke？の長男ムダノス
　　　Mudanos？を捕らえ，20日ほど拘束。ムダノスの父親から1万クルシュを取った後，
　　　ムダノスを解放した㈲。
　次に上記の各事件について補足をする。Aでは，ヤー二はルカを誘拐し，ロシア人である
彼の父ディミトロに身代金を要求している。身代金がヤー二に支払われた後，ルカは無事に解
放されるが，ディミトロは後にロシア領事を通じてオスマン政府に補償金を要求する。事件の
概要は以上であるが，オスマン政府は事件の信愚性を疑い，ディミトロの要求を退けている。
その理由はヤー二とディミトロの間には以前から連絡（muhabere　ve　mukatebe）があった
たあであり，この事件はディミトロがヤー二への援助としてヤー二に渡した金の補填として，
オスマン政府から同額の金を得る目的でヤー二と共謀して仕組んだ事件，あるいは，ディミト
ロの息子ルカが父親から金を奪うために仕組んだ虚構であったことが，後に人々の間で噂になっ
ている㈹。真相は不明であるが，そもそもこの事件は存在しなかった事さえ考えられる。Bで
もイズミル近郊のムラ周辺で外国人が誘拐されて，身代金が取られている。Cは，ブジャの住
民から情報を得て，バルカンから来た恐らくムスリム㈹2人から金を強奪している。Dは，イ
ズミル郊外でスウェーデン領事を誘拐しているが，この事件の結末は不明である。Eは，ウル
ラ湾にあるキョステン島で狩にきたヨーロッパ諸国の者たちを拘束している。Fは，詳細は不
明だが，恐らく追跡してきた役人を逃亡のために殺害し，その後には前述の島で，理由は不明
であるが，恐らく非ムスリム4人を殺害したようである。GとHではいずれも，イズミル近
郊で，サモス島の者たちが襲われている。以上のことから，A・B・D・Eの事件ではヨーロッ
パ諸国の者，G・Hはルーム，　Cは恐らくムスリム，　Fは恐らく非ムスリムが略奪対象者であっ
たことが分かる。
　第2節　小　結
　以上のことから分かることは，まずヤー二の主な犯行手口が，イズミル近郊のムラ周辺で裕
福な者を誘拐して身代金を要求するというものであり，殺人は極力しないで金を奪うことが主
な犯行目的であった。実際，時期は不明だが，ヤー二が5人の仲間とともに15～20人ほどの
9
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遊牧民（tahtaCl）を襲ったことがあった。しかし，彼らは現金や有用なものを持っていなかっ
たので，ヤー二たちは何も奪わなかった（48）。またヤーこの主な略奪対象は，ヨーロッパ諸国の
者やルームであった。このことから，同じキリスト教徒であっても略奪対象となったことや，
ヨーロッパ諸国の者が自由に散策や狩りができるほどにイズミル周辺の地域社会に浸透してい
た社会状況がうかがえる。そしてまた，必ずしもヤー二のことを示したものではないが，
Newtonの旅行記では商人たちがイズミルの外へ出ることへの危険が記されていることから（49），
地域社会に進出しようとする者にとって，ヤー二は危険な存在であったことも指摘できるであ
ろう。
第5章カトゥルジュ・ヤー二の人的ネットワーク
　第1節多様なヤー二の協力者
　以上の事件は，いずれもヤー二が1人でやったことではなく，多数の協力者がいた。このた
め本章では，ヤー二の人的ネットワークについて考察する。名前や素性が分かり，各史料にお
いてヤー二と繋がりがあったことが記され，かつ「匪賊」とされている者を表1にまとめた。
史料から把握できるかぎりにおいて，逮捕されたヤー二の共犯者は少なくとも24人いた。表
1の23番Abdurrahman以外は，名前から判断すれば，いずれも非ムスリムであり，その中
でも正教徒が最も多かったと思われる。彼らのうち，少なくとも10人がバルカン出身者であっ
た。一方，イズミルやマニサ周辺の出身者は計8人であった。さらにCarlisleの旅行記の記
述から，ヤー二の一味の中にイオニア諸島の者もいたことがうかがえる㈹。史料から判明する
限り，彼らの職業は，季節労働者と羊飼いが最も多く，この他にも船頭，漁師，靴屋，石工な
どがいた。ヤーこの活動に対する役割も，匿う者，情報提供者，物資を調達する者など，各自
が分担していたようである。このように，言葉や出身地や職業などの違いを超えて，ヤー二と
これらの人々の間に，ヤー二を中心とする「匪賊組織」ともいえるものがあったことが分かる。
　このほかにも，Newtonの旅行記の記述などからはイズミル近郊のムラの住民がヤー二に協
力していたことが分かる（51）。またあるオスマン語文書には，以下のように記されている。
史料1　以前きいたところによれば，イズミルからカサバKasaba（現在のTurgutlu）と
　　　　いう名の場所に到達するまでの路上に，大変多くのハーン経営者，雑貨屋，コーヒー
　　　　ハウスの店主がおり，全員が有名なヤーこの共犯者のようであり，彼（ヤー二）が
　　　　山々を巡っている時には，ヤー二にそして彼の仲間に飲食物を与えること，そして
　　　　役人が巡回していたら（そのことを）前述の者（ヤー二）に知らせること，そして
　　　　金や物を（持っていると）見込まれた旅人や郵便（運搬人）の移動を彼（ヤー二）
　　　　に注意深く知らせること，という悪意が（彼らに）みられたため。［1853年8月23
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表1ヤー二と繋がりがあり，匪賊（eSklya　ve　sarik）として逮捕された者たち
名　前 出　身 国　籍 職　業 ヤー二との関係 史　料
1 KaGika不明 不明 不明 代書人（yaZlc1）。1852年iD16527，
7月に警官との銃撃戦で iMV9289
死亡。
2 Andriko1）イズミル 不明 漁師（bahkG1）第4章のEの事件の際， ID17491，
ヤー二を島に連れて行っ ID17537
た。
3 Mike 不明 不明 漁師 Andrikoの仲間（refik）。ID17491，
第4章のEの事件の際， ID17537
Andrikoと共にヤー二
を島に連れて行った。
4 Dlrakoクロアチア オーストリァ イズミル近く 第4章のEの事件の時， ID17491，
（アドリア海 のギョズテペ 船を調達した。第4章の IDI7537，
沿岸？， G6ztepeで石工Fの事件にも関与。また iH5077
Hlrvat） （ta＄Clllk） 飲食物を調達。ヤー二を
匿っていた。
5 Ligor イズミル 不明 靴屋（pabu§91）ヤー二の密偵（caSUS）ID17491，
のエスナーフ であり，イズミル内の様々 ID17537
（同職組合）の な情報を彼に知らせてい
管理人（kehya）た。また彼に色々なもの
を調達していた。
6 Mike イズミル 不明 船頭（kaylkCl）Ligorの手下。　LigorとID17491，
（Aya　Dimitri ヤー二の間で，連絡係を ID17537
街区） つとめたり，海上から物
資を運んだ。
7 Todori不明 不明 船頭 Mikeの船頭。ヤー二にIDl7491，
海上から物を運ぶ。第4 iDl7537，
章のEの事件に関与。 曾IMV14612
8 istelyo2’クルクアーチ ギリシア 季節労働者 12年来，匪賊として活 ID17767，
（Klrkagag）（Yunanllllk）（yana§ma）か，動していた。マ．ニサ周辺 ID18652，
羊飼い（goban）の山々が活動の拠点。 IMV14612
9 Mihal カラブルン 不明 季節労働者か， ID17767
（Karaburun） 羊飼い
10Kostantinマニサ ギリシア 季節労働者か， ID17767，
（Magnisa） 羊飼い iDl8652
（Cobansa
karye）
11 Dimitriマニサ 不明 季節労働者か， IDI7767
羊飼い
12Mihal ヤンヤ 不明 季節労働者か， IDI7767
（Yanya） 羊飼い
13Kosta バルカン ギリシア人 季節労働者か， ID17767，
（Rumeli） （Yunanll）羊飼い IMVI4612
または
ギリシア
11
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14Vasil バルカン，
ﾜたは
Mリシア
不明 季節労働者か，
r飼い
；Dl7767・IMVI4612
15Dimitriバルカン 不明 季節労働者か，
r飼い
；D17767・IMV14612
16Lukas
iLuka）
クロアチア
iアドリア海
?ﾝ）
オーストリァ 不明 Dlrakoの兄弟。ヤー二
竄lenemenli　Yorgiの
㈱ﾔであった。第4章の
aの事件に関与。
；H5077・IMV9903，．IMVI5324
17SUbat－
O91U？
不明 不明 サモス島で役人
izabtiye
高?f高nr1）
，IMV14612
18Panayot不明 ギリシア人 不明 ヤー二の密偵であり，彼
?ｽっていた。
．IMVI4612
19NikolaBuca 不明 不明 ヤー二を匿っていた。 ■IMVI4612
20Karabala
xamandi3）
セラーニキ
iSelanik）
不明 羊飼い ヤー二と一緒に投降。 ，IMV14612
21Antonマナストゥル
iManastlr）
不明 季節労働者 同上 ，IMVI4612
22Kosta ナスルジュ
iNaslic）
不明 不明 ■IMV14612
23Abdurrah－
高≠獅S）
エルギリ
iErgiri）
ムスリム 不明 一時期，ヤーことともに
s動。
．IMV10920
24Simon？不明 不明 不明 ヤー二を匿っていた。 ■ID21238
1）　1853年7月，ヤー二が4人の仲間とともにギリシア籍の船でギリシアに逃亡したという噂がたつ。その仲間の1
　人がAndrikoであった。キオス島近くでその船は捕まった。船内にヤー二はいなかったが，　Andrikoは逮捕された
　（tD17491（1ef　2）：1853年7月29日（24．Zi’1－ka‘de．H1269）付けのイズミル州知事イスマイル・パシャからの報告書
　§ukka）。
2）番号8－15の人物は，ヤー二が投降した後も匪賊としての活動を続けた。Istelyoが彼らのリーダー格であった。
　彼は自分はギリシア人（Yunanllllk）であり，家族はギリシアにいることを主張した（IDI8652（lef　1）：1854年3月
　24日（24．CemaziyU’1－ahir．H1270）付けのイズミル州知事イスマイル・パシャからの報告書　tahrirat）。
3）2年前までは鍛冶屋（demircilik）であり，セラーニキから通行許可書を持ってイズミルに来た。家畜商（celeb）
　Yorgiの下で25日間羊飼いをした後，　Vasil（表の14）やAnton（表の21）と一緒にイズミル近くのクズル山Klzll
　Daglでヤギを放牧していた時，ヤー二やtstelyo，　Kosta（上記？），　kehya　Metro，　Yani　Cavileが彼ら3人の傍ら
　に来た。そしてYamandiとAntonは5人に同行した。6ヶ月後Yani　Cavileが別れて6人になった。その後，ク
　ズル山にいた時，PetroやVisinoという2人の裕福な者たちがキョステン島に狩に行ったということを，　izmirli
　Mike1（表の3？）より情報を得て，その島にいった。（第4章のEの事件）集団が別々になった後は，ヤー二や
　Antonとともに自首した（IMVI4612；1855年7月25日（10．Zi’1－ka‘deH1271）付けの警察評議会の調書）。
4）　カルシュヤカKar§lyakaで関所の警官（derbendi　zabtiyeleri）であるOsmanを殺害，　Mehmetを負傷させたと
　して逮捕された。同時に彼も負傷し，イズミルの病院で死亡した。また彼の仲間としてManastlrll　Islam，　Yanyall
　SUIeymanも逮捕された。
　　Ergirili　Abdurrahmanら3人は盗み（sirkat）や追い剥ぎ（katt‘－i　tarik）をする目的で彷裡っていた。彼らの一
　団（kumpanya）には，　Er　irili　Mustafa，　Yanyall　Mehmet，　Te　edelenli　AhmetとRe§idという4人の失業者
（kapisizlar）も加わっていたとされ，彼らも逮捕された。　Burunabdに住むルームであり，そのムラ近くの渓流で
カニを捕まえていた時に彼らに捕まって1日拘束された者は，上記の4人に見覚えがあることとともに，彼を捕まえ
た者たちはおよそ16人であり，彼ら匪賊は彼に，“ムラの金持ちは狩に出かけたのかどうか，ムラには何人警官がい
るのか，不正規軍の長（kirserdar）はどの方面を巡回しているのか？”と質問してきたことを証言した。さらに，
その一団の中には，キリスト教徒でありながらムスリムの名前で活動していたヤー二がいたこと，そのヤー二と既に
投獄されている3人と，レスボス島で警官として働いた後にアイヴァルクに来た4人（Mustafa，　Mehmet，　Ahmet，
Re　id）が加わり，盗みをする（hlrslzllk）目的で俳徊していた時，さらにAbdurrahmanらもその一団に加わった
こと，上述のカルシュヤカでの事件の1日前に，その一団は2つに分かれたことも明らかになった（iMVIO920
1853年5月26日（17．＄a‘ban．H1269）付けの殺人事件に関する法廷の調書Meclis－i　cinayet　mazbatasi）。
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日（18．Zi’1－ka‘de．Hl269）にイズミル周辺の治安回復と匪賊討伐の任を命ぜられた
ゼイネル・パシャに宛てた外務省からの通達の草稿］（52）
　この記述からは，街道沿いのハーン経営者，雑貨屋，コーヒーハウスの店主の多く（ムスリ
ムか非ムスリムかは不明）もヤー二の協力者であり，ヤー二などに飲食物を与えたり，役人や
旅人に関する情報をヤー二などに提供していたことが分かる。さらに上記と同じ文書には，次
のような記述もある。
史料2　前述の者（ヤー二）を捕らえるためには，絶対に何人かの武装した者の雇用が必要
　　　　であるように，そこ（イズミル）にいる警察局の何人かは（ヤー二を捕らえるため
に）動員されることが必要であるにもかかわらず，あるいは彼らがその任務をため
らい，そしてあるいはまた彼らの中にヤー二に惹きつけられ，雇われている者たち
がいる。［前掲文書］（53）
　この記述からは，ムスリムか非ムスリムかは不明であるが，ヤー二を取り締まる体制側の人
間である警官の中にもヤー二の活動に同調する者がいたことがうかがえる。ただし，彼らは体
制側ではあっても，現地採用されるような下級の者たちではなかったかと思われる。またヤー
二は警官か役人の服装をして犯行に及ぶことがあった（54）。このことからも，彼が官吏と何らか
の関係があったことがうかがえ，彼が以前は官吏であり，体制側の人間であった可能性さえ考
えられる。なぜならば，ヤー二はかつて条件付きで投降することを提案したことがあったが，
この時の条件の一つが，投降して全ての罪が不問にされた後は警官として雇用されることであっ
た（55）。この交渉は実現しなかったが，これらのことから，ヤー二など非ムスリム匪賊も，状況
によっては警官などになり得る，下級官吏と非常に近い関係であったことがうかがえる。
　第2節　ヤー二の協力者であるヨーロッパ諸国の者たち
　ヨーロッパ諸国の者たちの中にもヤー二の協力者がいたことが各史料に記されている。例え
ば，
史料3　今やルーム・ミッレト（宗教共同体）の非常に多くの者たちを自分（ヤー二）に味
　　　　方するようにさせた。そして，幾つかの噂によれば，外国人の中からもまた何人か
　　　　の（ヤーこの）支持者が存在することがわかったので，（彼らが）自分（ヤー二）
の配下である密偵や匿う者や手助けする者であり，約300～500戸もの膨大な（ヤー
二に）忠誠を誓った者たちが（ヤー二の）下にいるために。［1853年8月18日（13．
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Zi’1－ka‘de．Hl269）付けのイズミル州知事イスマイル・パシャからの報告書］（56）
史料4　（ヤー二が）悪事をはたらいていたとき，（ヤー二は）ブジャにいたイギリス人やそ
の他の何人かのムスターミン商人㈹の邸宅を頻繁に訪問して滞在したことを，（彼
らと）交流していたことを否定しなかったことが分かったである。［1853年10月
14日（11．Muharrem．Hl270）付けのイスマイル・パシャのヤー二への尋問に関す
る報告書］（58）
史料5　イズミルで，有名な匪賊の一人に数えられるヤー二という名の匪賊は，スルタン陛
　　　　下のお力のお陰で動きが取れなくなったためであろうか，どんな理由であれ，卑し
　　　　き下僕（である私め）の請願の日付より1日前に，ムスターミン商人の1人（第4
　　　　章のAの事件の関係者ディミトロ・アムラ）を通して秘密裡に送ってきた情報によ
　　　　れば，（中略：ヤー二が投降するために出した幾つかの条件を）イズミルに駐在す
　　　　る領事の1人が仲介し，保証するはずであった。［1852年4月16日（25．CemaziyU’1・
ahir．H1268）付けのイズミル州知事イスマイル・パシャから高等司法審議会への報
告書］（59）
などの記述がある。第4章で指摘したようにヤー二の略奪対象となりえたにもかかわらず，ヨー
ロッパ諸国の者たちのなかには，何故ヤー二と関係を持つ者がいたのであろうか。その理由と
しては，当時ヨーロッパ諸国の者がオスマン帝国領内で何らかの被害にあった場合，オスマン
政府や事件が発生した場所の住人がその補償をするという慣習があったために（6°），第4章のA
の事件のように，その慣習を利用して事件を捏造し，金を得ようとしていたことが考えられる。
実際，このようなことはよく見られたようである（61）。
　また，第4章のEの（i）の事件の時，捕らえられたオーストリア人とヤーこの一味との会話
の中で，次のようなやりとりがあった。
史料6　（一味の一人が）“じきに大きな戦争が起きるだろう。トルコ人は大変多くのキリス
　　　　ト教徒を殺すだろう。”と言った。私（オーストリア人）は，“（そのようなことは）
　　　　知らない。”と，はっきりと返事した。［事件の当事者たちの調書：日付なし］〔62）
　このやりとりからは，捕らえた者と捕らえられた者という関係にもかかわらず，ヤー二の一
味がオーストリア人と同じキリスト教徒としての意識を持ち，彼に気を許していた様子がうか
がえる。また，ヤー二らがトルコ人（ムスリム）に対して敵対意識を持っていたことも推測さ
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れる。さらには，大きな戦争とはクリミア戦争と思われるが，ヤーこらが当時の国際情勢につ
いてかなり詳細な情報を持っていたことが分かる。第4章のEの（i）の事件は1853年7月に起
きており，この7月にはロシア軍がワラキアとモルダヴィアに進駐して，クリミア戦争が始ま
る直前であった。このような情報は，ヨーロッパ諸国の者，特に要人との交流がなければ入手
できないものであると思われる。すなわちヤー二の活動に，ヨーロッパ諸国の者，あるいは或
る国が国家政策として何らかの係わりを持っていた可能性までも考えられるのである。
　第3節　小　結
　ヤー二は，様々な者たちの協力でイズミル内外の詳細な情報を得て，その情報をもとに行動
していた。その協力者の多くが，正教徒だったと思われるが，他にもヨーロッパ諸国の者やム
スリム（表1の23番Abdurrahman）との繋がりも見出せる。このことから，ヤー二は宗教
や出自にこだわらない，状況に応じた広大で緩やかな人的ネットワークを持っていたようであ
る。ただし，ヤー二にはキリスト教徒であるという意識が強かったようであり，人的ネットワー
クもキリスト教徒を中心に構成していた。実際，ムスリム有力者との関係は本稿で利用した史
料では見出せなかった。しかし，ヤー二とムスリム有力者との関係が全くなかったとは思われ
ない。実際には他の匪賊がムスリム有力者の邸宅や資産を襲ったことはあったことから㈹，む
しろヤー二がムスリム有力者を全く襲わなかったことが両者の間に何らかの関係があったこと
を裏付ける証拠であるとも解釈できる。しかしこの推測は，史料6から指摘したトルコ人（ム
スリム）に対する敵対意識と矛盾してしまう。このため，本稿ではこの問題に関して明確な回
答は保留し，今後の課題としたい。
おわりに
　本稿を通じて得られた結論は以下である。まずヤーことゼイベキなどムスリム匪賊との類似
点について，次の点が指摘できる。すなわち第1章の第1節で挙げたムスリム匪賊の特徴と比
べると，①犯行手口が類似していたこと，②両者ともに地域住民の支援があり，社会的匪賊
（義賊）として捉え得る側面が見出せること，③状況により体制側にもなり得る存在であった
こと，である。特に③は，既に第2章で指摘したように本稿の考察対象である19世紀半ばと
いう時期が，ムスリムにより担われてきたこれまでの警察機構から，非ムスリムをも取り込ん
だ中央政府主導の警察機構に移行しつつある時期であったことを示唆している。つまり，非ム
スリムもムスリムと同等の臣民として公務を担わせるというタンズィマート期の改革の意志が
浸透しつつあったことを示しているであろう。このことを実証するためには，今後はヤー二を
取り締まった警察についても検討する必要がある。
　ヤー二とムスリム匪賊の相違点としては，①ムスリム匪賊の活動がアナトリア内部に限定さ
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れていたのに対し，ヤー二は船頭などの協力もあり，イズミル近海も活動範囲としていたこと，
②ヤー二はキリスト教徒（特に正教徒）との結びつきが強く，ムスリム匪賊よりも多様な人的
ネットワークがあったこと，である。以上の相違点からは，ヤー二はエーゲ海諸島にも逃亡す
ることができた㈹といわれているように，ヤー二の活動は正教徒が古来よりエーゲ海地域社
会の海運業に従事していたという社会的背景を利用していたものであったことがうかがえる。
また相違点の②を補足すると，ヤー二は，非ムスリム・ムスリムの被支配層，警官などの体制
側であっても下級の者たち，さらにはヨーロッパ諸国の者たちとも繋がりがあった。
　ヨーロッパ諸国の者たちとヤー二の関係については，次の三つに分類できると思われる。す
なわち，①イズミルの後背地に進出しようとする者たちにとって，ヤー二は危険な存在であっ
たこと，②地域社会に進出するために，その手段としてヤー二と関係を持ち，彼の行動を支援
していた者がいたこと，③他国の者の進出に対する妨害工作として，ヤー二の活動を支援して
いた者がいたことである。また，ヤー二の協力者の中にギリシア人あるいはギリシア国籍を持
つ者が4人もいたことから，アナトリアの「ギリシア民族」の解放を目指すギリシア政府が，
ヨーロッパ世論をアナトリアの情勢にひきつけるように仕向けるために，ヤー二にヨーロッパ
諸国の者を襲わせていた可能性も考えられる㈹。実際，ヤー二がギリシア籍の船でギリシア側
に逃亡したという噂がたっていることからも（表1の注1参照），ヤー二とギリシア政府の間
に何らかの関係があったことがうかがえる。
　以上のように考察した上で今後の課題としては，多様な者たちをヤー二の活動に結びつけた
ものは何か，ということである。勿論，地域社会の変容に対する住民の動揺や反発も心理的な
要素として考えられるが，他の要素として，今のところ推測の域を出ないが，地域社会に介入
し進出するために，その手段としてヤー二と彼の協力者の間で仲立ちの役割を果たし，ヤー二
に「匪賊組織」を作らせた，或るヨーロッパの国（の者）の存在が考えられる。或る国とは，
恐らくイギリスかロシアではないかと思われる。イギリス人は誰もヤー二から直接には被害を
被っておらず，また史料4ではイギリス人の名が特に言及されている。実際，1838年の通商
条約締結以降におけるイギリスの西アナトリアへの進出は目覚しく，1860年代にはイギリス
資本によってイズミルからカサバおよびアイドゥンにいたる鉄道が敷かれている㈹。ロシアに
関しては，かねてより正教徒の保護者としてオスマン帝国に干渉していたことが知られている。
さらに第4章の事件Aではロシア領事が係わっており，事件Aの関係者ディミトロ・アムラ
が史料5でも係わっているため，史料5の領事とはロシア領事ではないかと推測している。こ
れらのことを踏まえると今後は，同時代の国際情勢をも踏まえてヤー二の活動を位置付けてい
く必要がある。なぜならば，ヤー二が投降した直後にオスマン政府がロシアに宣戦布告してク
リミア戦争が始まったのであり，当時の国際情勢とヤー二の動向が全く無関係だったとは思わ
れないからである。
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〔付記〕　本稿は，日本オリエント学会第47回大会（2005年10月30日，九州大学）における口頭発表
　　　に加筆・訂正を加えたものである。
史料略号
総理府オスマン古文書館（Ba6bakanlik　Osmanli　Ar§ivi）所蔵
　HR．MKT：Hariciye　Nezareti　Mektubi　Kalemi　Belgeleri
　ID：Irade　tasnifi　Dahiliye
　IH：Irade　tasnifi　Hariciye
　IMV：Ir含de　tasnifi　Meclis－i　Vala
?
（1）既に筆者は，ギリシア国家の独立がエーゲ海地域社会に与えた影響について，バルカン側のテッ
　　サリア地方を中心に，人々の移動や匪賊の観点から考察したことがある。拙稿，「19世紀前半にお
　　けるオスマン帝国とギリシア王国間の人々の移動と帰属意識：テッサリア地方の事例を中心に」，
　　「日本中東学会年報』，20－2（2005），245－268頁；同，「19世紀前半のオスマン帝国国境地帯におけ
　　る匪賊：オスマン文書史料から見た「ギリシア人匪賊」の実像」，『文学研究論集』，23（2005），
　　105－122頁。
（2）例えば，◇．Ulugay，、4　tCαlz　Kel　Mehmed，　istanbul，1968；A．　H．　Avci，　A　tCalz　Kel　Mehmet
　　Isyanz：Aydzn　Ihtil∂li　（ヱ829－1830），　Istanbul，2004；id．，　Zeybeletik　ve　Zeツbeleler’Bir　BaSんαldzn
　　Geleneginin　Toplumsα1　ve　Ktiltdirel　Boyutlan，　HUckelhoven，2004；永田雄三，「トルコ近代史の
　　一断面：エフェ・ゼイベキたちのこと」，『イスラム世界』，18（1981），36－49頁などがある。これ
　　らの研究では「アイドゥン革命（Aydin　lhtilali，1829－30年にアイドゥン地方で発生したケル・メ
　　フメトの反乱を指す）は，官吏の不正や圧制に対して行われた人民革命（halk　ihtilali）として位
　　置付けることができる。これ（アイドゥン革命）は，アイドゥン地方の住民による，ケル・メフメ
トをリーダーとした国家の様相を呈した一種の反抗である。この点で，ケル・メフメトの反乱は，
疑いなく周知の外的諸要因に加え，社会，行政，財政制度の変化への，政府への警告として役割を
　　果たした一要素として出現したのである。」（Uluqay，　op．　cit．，　p．59），「帝国主義勢力と一体化した
　　オスマン朝の地主や官憲に対して果敢に抵抗するエフェやゼイベキ」（永田，「トルコ近代史」，47
　　頁）などと記されている。
（3）　本稿では，幾つかの用語を次のように定義する。正教徒：国籍不明の正教徒。ルーム（Ram）：
　　オスマン帝国臣民である正教徒。ギリシア人（Yunanh，　Yunanllllk）：ギリシア王国出身の者，
　　あるいはオスマン帝国領出身であるがギリシア国籍を持つ者。
（4）　このことに関しては次の論文を参照。T．　Baykara，“Batl　Anadolu’daki　Rum　NUfusunun）qX．
　　y丘zylldaki　Durumu：Yeni　Yunan　G6gleri　ve　Yerli　Hiristiyanlarin　Yunanla§tlrllmasl，”in
　　Ucdincdi／1ε舵短Tarih　Semineri　Bildirler：Tαγ抗Boyunca　Tdiγle－Yunan　IliShileγi（20　Temmuz
　　1974セhαdαr），Ankara，1986，　pp．428－439．
（5）例えば，E．　Frangakis－Syrett，‘‘Implementation　of　the　1838　Anglo－Turkish　Convention　on
　　Izmir’s　Trade：European　and　Minority　Merchants，”New　Perspective　on　Tπ7舵y，7（Spring
　　1992），pp．91－112；id．，“The　Economic　Activities　of　the　Greek　Community　of　izmir　in　the　Sec－
　　ond　Half　of　the　N圭neteenth　and　Early　Twentieth　Centuries，”in　D．　Gondicas　and　C．　llisawi
　　（eds．），　Ottoman　Greeles　in　the．Age　of　Nationalism：Potitics，　Economy，　and　Society　in　the　Nine－
　　teenth　C2剛π触Princeton　and　New　Jersey，1999，（以下，　Ottomαn　Greehsと略記）pp．17－44；R，
　　Kasaba，“Economic　Foundations　of　a　Civil　Society：Greeks　in　the　Trade　of　Western　Anatolia，
　　1840－1876，”Ottomαn　Greeks，　pp．77－87．
（6）　16～19世紀前半における西アナトリアの匪賊に言及している研究として，注（1）で挙げた文献以
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　　外にも，C．　UluGay，　17．yabzyzllαrda　Saruhan’da　E5kiyalzle　ve　Halle　Hareleetleri，　lstanbul，1944　i　id，
　18ve　19．ydizyzllarda　Sαrahαn　’da　E5ん2yαZzんve　Halk　Hαreketleri，　istanbul，1955；id，“Ug　E＄kiya
　　TUrkUsU，”Tdi　rle　iyat　Mecm　uasz，　Vol．）皿（1958），pp．85－100；K．　Barkey，　Bαnditsαnd　Bureaucrats’
　　The　Ottoman　Route　to　Stαte　Centaralization，　Ithaca　and　London，1994；A．　Hezarfen，　Rumeli　ve
　Anαdolu　Ayan　ve　E61etyasz，　istanbu1，2002；id，1～umeli　ve　Anadolu　Ayan　ve　E51ezyast－2，　istanbul，
　　2004；Ar5iv　Belgelerlerine　Gb’re　Balkαn　’dαve　A　nαdolu　’da　Yunan　Mezalimi，　Vol．2（Anadolu’da
　　Yunan　Mezalimi），　Ankara，1996；伊藤幸代，「オスマン朝アナトリア社会の匪賊像：スレイマン
　　大帝統治末期の取り締まり策を中心に」，『御茶の水史学』，43（1999），49－82頁などがある。いず
　　れにおいても非ムスリム匪賊の存在は確認できなかった。しかし，19世紀前半以前の西アナトリ
　　アにおいて非ムスリム匪賊が全く存在していなかったとは断定できない。
（7）　E．J．ホブズボーム（斉藤三郎訳），『匪賊の社会史：ロビン・フッドからガン・マンまで』，みす
　　ず書房，1972，1頁。
（8）オスマン語における「匪賊」にあたる単語としては，e§klya，＄aki，　haydut，　sarik，　habisなどが
　　ある。厳密に分析すればそれぞれの意味は異なると考えられるが，本稿で利用した史料においては，
　　各単語の間にそれほど差異があるとは思われなかった。このため，本稿ではそれぞれを「匪賊」に
　　統一した。また，そもそもトルコ語のe＄kiyaに対応するものは日本には存在しないという指摘も
　　ある（小山皓一郎，「アナトリアの山賊（e＄kiya）一『インジェ＝メメット』（ince　Memed）をめ
　　ぐって一」，護雅夫（編），「内陸アジア・西アジアの社会と文化』，山川出版社，1983，734頁の
　　注（5））。
（9）一例として，次のエフェに関する伝記を参照。H．　Dural（S．　Yetkin．　ed．），Bize　Derler　Cakzrca’
　　19．ve　20．yabgyzlda　Ege　’de　Efeler，　istanbul，1999．
（10）　UluCay，　op．　cit．，1955，　passim．
（11）永田，「トルコ近代史」，43頁。
（12）　永田雄三，「商業の時代と民衆一「イズミル商業圏」の変容と民衆の抵抗一」，『岩波講座　世
　　界歴史15：商人と市場』，岩波書店，2000，250頁。
（13）　このことに関しては，永田雄三，「マフムートニ世の中央集権化政策の一端一アーヤーン，デ
　　レベイ対策をめぐって一」，「オリエント』，Vo1．）皿／3－4（1971），161－165頁を参照。
（14）永田，「商業の時代と民衆」，254頁。
（15）例えば，1855年にはアイドゥン州のゼイベキたちへの討伐が行われており，首謀者とされている
　　6人の下にゼイベキ匪賊（zeybek　e§kiyasi）たちが結集したとされている。その討伐理由は，彼ら
　　の人々への圧制があったためとされているが，具体的なことは不明である。（Talevim－i　Vehdyi：
　　515（5．RebiyU’1－ahir．H1271），p．2）。この事件は「Sinanogluの反乱」と呼ばれているが（G．　Atay，
　　Tαrih　ldnde　izmir，　izmir，1978，　p．130），歴史的な位置付けに関しては再検討の余地があると思
　　われる。
（16）　これらのことに関しては，永田，「トルコ近代史」；同，「商業の時代と民衆」；同，「歴史の中の
　　アーヤーンー19世紀初頭トルコ地方社会の繁栄一」，「社会史研究』，7（1986），150－151頁な
　　どを参照。
（17）　永田，「トルコ近代史」，44頁。
（18）バイカラは，ルーム匪賊の活動を後のトルコ人のゼイベキたち（TUrk　zeybekleri）が継続した
　　と述べているが，実証的には考察していない（T．Baykara，　famir　Sehri　ve　Tarihi，　izmir，1974，　p．
　　88．）。
（19）　Ibid．，　p．88；Atay，　op．　cit．，　pp．128，130．
（20）　A．　Gerasimos，　The　Greefes　of　A　siαMinor’Confession，　Community，αnd　Ethnicity　in　the　Nine－
　　teenth　Centu7　v，　Kent，1992，　p．71．
（21）　Z．Arlkan，“Ali　Pa＄a，　izmir　ve　KapitUlasyonlar，”in　Uluslαrarasz　Kurulu5unun　700．ytl
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　　Db’ndimdinde　Bditdin　Yb“nleriyle　Osmanli　Devleti　Kongresi：Bildin’ler，　Konya，2000，　pp．763－775．
（22）　S．Yetkin，　Ege　’de　E鈴zyαZz々，　istanbul．，1996．
（23）　このことに関しては，永田，「歴史の中のアーヤーン」を参照。
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　　から大宰相への報告書mazbata．
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　　次のように記されている。「ヤー二は，中背で，ブロンドの口髭顎髪は少なく，目の色は青色に
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（35）　Atay，　op．　cit．，　p．130．
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（41）　The　Earl　of　Carlisle（C．　C．　Felton．　ed．），1）iar　y　in　Turhishαnd　Greele　VVαters，　Boston，1855，　p，
　　100．
（42）（i）と（li）は1853年7月ころに発生したと思われる。（li）の6人のうち拘束された2人以外は，財力
　　がなかったので解放されている。（iDl7384：この事件の当事者たちの調書takrir　l日付なし）の
　　要約。また（ii）に関しては，　Carlisle，　op．　cit．，　p．100では，次のように記されている。「彼ら匪賊は，
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　　役人のような服装で，彼ら（狩りをする者たち）のテズケレ（tesker6s，通行許可証）かパスポー
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　　89：1852年8月26日（10．Zi’1－ka‘de．H1268）付けのアイドゥン評議会から高等司法審議会への報
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　　min－vechin＄erik－i　t6hmeti　gibi　olarak　anln　daglarda　dola§digi　hengamda　kendUstine　ve
　　‘avenesine　me’kalat　ve　me§rabat　virmek　ve　canib－i　hUkQmetden　me’m血rlar　dola§dlkca
　　rnerkami　haberdar　etmek　ve　akge　ve　mal　me’mal　olunur　yolcllarin　ve　postanln　mUrOrunu
　　ana　dikkatlyla　ihbar　etmek　habasetlerde　bulunduklarlndan．（iDl7393）
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（53）オスマン語原文：Merkami　ele　getifrmek　igUn　elbette　biraz　mUsellah　adam　istihdami　elzem
　　olarak　misillU　oralarln　zabtiye　nezaretinden　kullanllmak　lazlm　gelse　hem　anlann　maslahat－
　　1me’mtireleri　girU　kalacagi　ve　hemde　anlarln　iglerinde　Katirci　YAni’nin　mecltib　ve　muvazzaf
　　adamlar　bulunacagi．（lbid）
（54）第4章のEの事件，注（42）の該当箇所を参照。
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　　mu’liyet－i‘azime　altlnda　kalacagindan．（ID17384）
（57）　ムスターミン商人とは，「カピテユラシオン（スルタンがヨーロッパの諸王に授与した恩恵的特
　　権）に基づいて，オスマン帝国における生命・財産の安全を保障されたヨーロヅパ諸国の商人」の
　　こと（松井真子，「オスマン帝国の内国交易政策とムスターミン商人：ミーリー税を手がかりに」，
　　『日本中東学会年報』，14（1999），198頁）。
（58）オスマン語原文：MUddet－i＄ekavetinde　ekser　vakitler　Buca　karyesinde　bulunan　ingilizlU
　　（sic）lerin　ve　sa’ir　mUste’minlerin　hanesine　gidUb　kaldlglnl　ve　ihtilat　eyledigini　inkar
　　etmemekde　bulunmu§dur．（ID17639）
（59）　オスマン語原文：Izmirce（sic）meSahir　e＄kiyadan　ma‘dad　Katircl　Yani　nam　haydad　saye－i
　　kudret－v含ye－i　hazret－i　Cihandaride　pek　a＄lrl　sikiSdigindan　mldlr　her　neden　ise　tarih－i‘ariza－1
　　Cakeriden　bir　gUn　evvel　mu‘teberan－i　mttste’minandan　bir　bazirgan　vasitasiyla　hafice
　　g6ndermiS　oldlgl　habere　g6re（中略）Izmir’de　bulunan　konsoloslardan　birisi　tavassut　ve
　　kefalet　etmek　Uzere．（IMV8328）
（60）Arlkan，　op．　cit．，　p．58；iMV　9903：1853年1月25日付けでフランス領事から前イズミル州知事
　　キャーミル。パシャに提出された通達takrirの写しの翻訳；IMVIO884などを参照。
（61）例えば，IMV10884：1853年1月28日（17．RebiyU’1－ahir．H1269）付けの前イズミル州知事キャー
　　ミル・パシャの上奏書では次のように述べられている。「数回，外国人の何人かが，“我々の某とい
　　う名を持つ従者や親類を泥棒たちが捕まえた。（捕らえられた者たちの解放のために）これだけの
　　金が（泥棒たちに）与えられ，（捕らえられた者たちは）解放された。”というような話をしたとし
　　ても，真偽は定かではなく，これらの（事件の）詳細はかつて報告書により，上奏され報告された。
　　（オスマン語原文：bir　kag　kere　teba‘a－1　ecnebiyeden　ba‘zllarl　bizim　filan　adamlmlzl　ve
　　akrabamizi　hlrslzlar　tutmu＄＄u　kadar　akge　virilUb　tahlis　olundl　gibi　makalat　vuka‘a　ge1－
　　mi＄ise　de　sldk　ve　kezbe　ihtimall　olarak　bunun　tafsili　gegenlerde　ba－mazbata‘arz　ve　inha
　　olunmu＄．）」
（62）　オスマン語原文：§imdi　bir　bUyifk　muharebe　olacak　TUrkler　pek　Cok　Hiristiyanlari　kiracak
　　diyif　s6ylemiS　zinde　bilmem　diyU　cevab　virdim．（IDI7384）
（63）例えば，ID17491：1853年8月中旬ころに作成された1853年6月以降に捕らえられた匪賊の一
　　覧ID17631：1853年9月ころに作成された1853年8月から9月の間に捕えられた匪賊の名や状
　　態を記した覚書pusulaを参照。
（64）Baykara，　op．　cit．，　p．88．また『諸事件の集成』では，「イズミルやサモス島周辺で，陸上や海上
　　で盗みをはたらいている悪名高いカトゥルジュ・ヤー二（オスマン語原文：tzmir　ve　Sisam
　　havalisinde　berren　ve　bahren　Galub　Garpmada　olan　me＄har　Katirci　Yfini）」と記されている。
　　（C観4θ一i　Havadis，628（29．Ramazan．Hl269），　p．1．）
（65）　Yetkin，　op．　cit．，　pp，56－57．
（66）永田，「商業の時代と民衆」，253－254頁。
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Human　Network　in　Middle　Nineteenth　Century
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Aegean　Region：
　　　　　　　　　　　　With　Reference　to　the　Activities
　　　　　　　　　　　　　　　　　of　Non－Muslim　Bandit
YOSHIDA　Tatsuya
　　　The　middle　nineteenth　century　was　a　time　of　considerable　social　change　in　the　Ae－
gean　regional　society，　which　the　center　city　is　Izmir．　This　change　was　a　result　of　the
development　of　capitalist　economy　by　the　Europeans　and　the　adoption　of　the　centralized
state　system　by　the　Ottoman　government．　Previous　studies　on　local　people’s　response　to
the　social　change　in　the　nineteenth　century　of　this　region　focused　on　the　activities　of
Muslim　bandit（zeybele）．　However，　the　Greeks　increased　in　the　rzmir　region　as　a　result　of
immigration　and　also　business　stay　from　various　places　of　the　Ottoman　Empire．　This
necessitates　the　consideration　of　the　middle　nineteenth　century　history　not　only　from
the　standpoint　of　Muslim　but　also　the　satandpoint　of　non・Muslims．　This　article　then
focuses　on　the　activities　of　non－Muslirn　bandit　active　since　the　l840’s　in　the　Izmir　region，
especially　the　well－known　Katlrcl　Yani　and　his　network，　based　on　the　Qttoman　docu－
ments　and　travel　records　by　some　Europeans．
　　　We　know　eight　incidents　plotted　by　Yani　between　August　1852　and　October　l853
when　he　surrendered　to　the　government．　The　targets　of　his　robberies　were　Europeans
residing　in　the　Ottoman　Empire　and　Greeks　from　the　Samos　in　the　Aegean　Sea，　This
leads　the　author　to　argue　that　even　non－Muslims　were　attacked　by　Yani，　and　that　Yani
was　a　dangerous　figure　for　Europeans　who　intended　to　enter　the　Izmir　region．
　　　Among　Yani’s　collaborators，　the　most　were　villagers　in　the　Izmir　suburbs　and　Greeks
who　were　grocers　conducting　business　on　highways，　Besides，　Muslims，　low－class　police
officers，　and　some　Europeans　collaborated　with　Yani．　This　indicates　that　some　Europe－
ans　attempted　to　enter　the　Izmir　region　by　assisting　Yani．　It　has　also　become　clear　that
Yani　formed　a　kind　of“bandit　organization”by　assigning　various　works，　such　as　protect－
ing　him　and　giving　him　information，　to　people　of　various　occupations　and　social　classes．
　　　Non－Muslim　bandit　such　as　Yani，　and　Muslim　bandit　including　zeybek，　were　similar
because　both　of　them　were　social　bandit．　However，　Yani　was　distinguished　because　he
maintained　close　ties　with　non－Muslims，　including　Europeans．
Keywords：Izmir；Katlrcl　Yani；bandit；Greek；European
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